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10 家庭 

学校番号 T3009 

家庭科 

教科 家庭 科目 服飾手芸 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 学習の到達目標 

 

手芸の種類、特徴及び変遷、各種手芸の技法などに関する知識と技術を習得させ、手芸品を創

造的に製作し、服飾に活用する能力と態度を育てる。 

 

 

２ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

手芸に関心を持ち、
服飾に活用しよう
としている。 

手芸品を創造的に製
作し、服飾に活用でき
ている。 
 

手芸の種類、特徴及
び変遷、各種手芸に
関する技術を身に付
け、服飾に活用でき
ている。 

手芸の種類、特徴及
び変遷、各種手芸に
関する知識を身に
付け、服飾に活用で
きている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
授業に向かう姿勢 
課題作品 

学習状況の観察 
課題作品 

学習状況の観察 
課題作品 

学習状況の観察 
課題作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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３ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 

 

a b c d 

前
期 

コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
る
（刺
し
子
） 

○手芸の種類と特徴について理解し

ている。 

○手芸の変遷について理解している。 

○刺し子の基礎的な技法を習得して

いる。 

○刺し子を創造的に製作し、コースタ

ーに活用できている。 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a: 手芸に関心を持ち、服飾に活用しよ

うとしている。 

b: 手芸品を創造的に製作し、服飾に活

用できている。 

c: 手芸の種類、特徴及び変遷、各種手

芸に関する技術を身に付け、服飾に

活用できている。 

d: 手芸の種類、特徴及び変遷、各種手

芸に関する知識を身に付け、服飾に

活用できている。 

動
物
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
く
る 

 ○手縫いの基礎的な技法を習得して

いる。（なみ縫い、本返し縫い、た

てまつりなど） 

○幼児の生活を想像し、作品に活用で

きている。 

○作品を創造的に製作できている。 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a: 手芸に関心を持ち、服飾に活用しよ

うとしている。 

b: 手芸品を創造的に製作し、服飾に活

用できている。 

c: 手芸の種類、特徴、各種手芸に関す

る技術を身に付け、服飾に活用でき

ている。 

d: 手芸の種類、特徴、各種手芸に関す

る知識を身に付け、服飾に活用でき

ている。 

後
期 

刺
し
ゅ
う
の
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
手
さ
げ
袋
を
つ
く
る 

○刺しゅうの種類と特徴について理

解している。 

○刺しゅうの基礎的な技法を習得し

ている。（ランニングステッチ、サ

テンステッチ、バックステッチな

ど） 

○ミシン縫いの基礎的な技法を習得

している。 

○刺しゅうを創造的に製作し、手さげ

袋に活用できている。 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: 刺しゅうに関心を持ち、服飾に活用

しようとしている。 

b: 手芸品を創造的に製作し、服飾に活

用できている。 

c: 刺しゅうに関する技術を身に付け、

服飾に活用できている。 

d: 刺しゅうに関する知識を身に付け、

服飾に活用できている。 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


